
じっくり 
観察ができる 

K
電
気
柵
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
柵
の
背
後
が
藪
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。
 

・
電
圧
を
常
に
確
認
す
る
。
 

・
雑
草
に
よ
る
漏
電
に
注
意
す
る
。
 

   

　市内5町の商工会女性部が取り組みを進められ、この

たび共通のイメージキャラクター（上図）が決定しました。 

　このイメージキャラクターは市内女性部員の連帯感を

高め、また広く市民の皆さんに可愛がってもらえるよう

な図案を商工業に携わる女性の感性を生かし作ろうと、

平成18年度提案公募型ブロック事業として実行委員会で

検討、決定したものです。 

　この忍者の衣装をまとったおさげ髪のたぬきのステッ

カーが、今春には市内の女性部員のお店や事業所に登場

します。 

　し尿くみとりシステムの事務
改善に先だち、2月末日での「し
尿くみとり券」（旧券）の販売枚
数の確認を行います。 
　つきましては、平成19年3月
1日販売分から「し尿くみとり券」
の様式を一部変更させていただ
きますので、現在お手持ちの「し
尿くみとり券」（旧券）を先に
ご利用ください。 
 
※料金や券の基本色及び券種に変更
はありません 

甲賀市内商工会女性部の 

イメージ 
キャラクターが 

問い合わせ 
商工観光課　商工振興係 
165-0707 　FAX 63-4087

決定 

「
し
尿
く
み
と
り
券
」（
旧
券
）の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 

問い合わせ 
甲賀広域行政組合衛生センター 
　162-0809　FAX63-2449 
甲賀市環境課 
　165-0690　FAX63-4582 
 

鳥獣害対策 
ニュース 

5

今
回
は
防
護
柵
の
設
置
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
▼
点
検
を
し
な
い
電
気
柵
は
無
い
に
等

し
い
の
で
、
電
気
柵
の
管
理
体
制
が

必
要
で
す
。
 

・
ア
ー
ス
を
き
ち
ん
と
と
る
。
 

　
▼
地
面
と
足
の
間
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等

絶
縁
物
が
あ
る
場
合
は
感
電
し
に
く

い
の
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
離
し

て
電
気
柵
を
設
置
す
る
等
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
 

・
線
の
高
さ
を
考
え
る
 

　
▼
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
で
あ
れ
ば
最
下
線

は
地
上
か
ら
20
b
と
し
て
く
だ
さ
い
。

最
高
線
は
イ
ノ
シ
シ
で
最
低
60
b
以

上
、
シ
カ
で
最
低
1
2
0
b
以
上
が

必
要
で
す
。
 

 K
シ
カ
用
防
除
柵
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
ア
ミ
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
地

際
に
隙
間
が
あ
る
と
も
ぐ
り
込
ん
で
侵
入

す
る
の
で
、
設
置
面
を
ペ
グ
や
ア
ン
カ
ー

で
し
っ
か
り
留
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 K
イ
ノ
シ
シ
用
防
除
柵
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
い
く
つ
か
の
防
除
方
法
を
併
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
う
よ
う
に
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

例
①
ネ
ッ
ト
と
ト
タ
ン
を
併
用
す
る
こ
と

で
農
作
物
が
見
え
に
く
く
、
破
ら
れ
に

く
く
す
る
。
 

例
②
奥
行
き
が
あ
る
と
飛
び
越
え
ず
に
潜

り
ぬ
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
電
気
柵
の

内
側
に
ト
タ
ン
を
設
置
す
る
。
 

問
い
合
わ
せ
　農
業
振
興
課　
鳥
獣
害
対
策
係
 

1
65
│
0
7
3
4
 
F
A
X
63
│
4
5
9
2

柵の背後が藪になっている 

隠れる場所がすぐ後ろにあると 
侵入しやすい 

すぐ隠れることができないので、 
侵入しにくい 

畑のまわりを2～3m刈り払うだけでも効果があります。 

刈り払うと…… 

平成19年 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

  家庭
で 

 職場
で 

地域
で 

『
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火
。』
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）
 

　
3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
7
日

間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
先
は
空
気

も
乾
燥
し
て
い
て
火
災
が
起
き
や
す
い
上
に
、

春
一
番
と
い
う
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
大
火
に
な
り
や

す
い
時
季
で
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
火

災
に
よ
っ
て
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
こ
の

運
動
を
機
会
に
、
家
庭
で
・
職
場
で
・
地

域
で
火
災
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

　住宅用火災警報器の設置義務化を契機として、不適正な価格・無理強い
販売などを行う業者にご注意ください。消防職員が火災警報器を直接販売
することはありません。 
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフの対象であり、契約後一定の期
間は契約の解除が認められています。悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇
した場合は、市の消費生活相談窓口に相談してください。 
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予
防
課
 

　
1
63
│

7
9
3
2
　
FAX
　63
│

7
9
4
0
 

◎
水
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◎
水
口
消
防
署
土
山
分
署
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│
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◎
甲
南
消
防
署
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◎
甲
南
消
防
署
甲
賀
分
署
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│

7
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0
1
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│

7
7
0
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◎
信
楽
消
防
署
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│
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●
改
善
し
よ
う
！
生
活
の
中
で
の
 

﹇
危
険
な
習
慣
﹈
 

　
火
災
の
多
く
が
「
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
…
」「
こ
の
く

ら
い
な
ら
大
丈
夫
…
」
な
ど﹇
危
険
意
識
の
欠
如
﹈

や﹇
慣
れ
か
ら
く
る
過
信
﹈な
ど
の
人
的
要
因
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。﹇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し

な
い
、さ
せ
な
い
﹈﹇
揚
げ
物
中
に
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
﹈﹇
ス
ト
ー
ブ
を
衣
類
乾
燥
に
使
っ
た
り
、

点
け
た
ま
ま
で
就
寝
し
な
い
﹈﹇
給
油
は
い
っ
た
ん

火
を
消
し
て
か
ら
﹈な
ど
の
危
険
な
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
、出
火
危
険
の
90
％
以
上
は
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ●
﹇
防
災
訓
練
経
験
﹈
が
パ
ニ
ッ
ク
を
 

　
防
い
で
く
れ
る
 

　
火
災
と
い
う
異
常
事
態
の
中
で
は
、
い
つ
も

な
ら
な
ん
で
も

な
い
こ
と
も
、

思
う
よ
う
に
で

き
な
い
も
の
で
す
。

初
期
消
火
に
手

間
取
る
と
、
有

毒
ガ
ス
を
含
ん

だ
煙
を
吸
い
込

ん
で
意
識
が
遠

の
き
、
身
体
の

自
由
も
効
か
な

く
な
り
、
逃
げ
遅
れ
か
ら
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
家
族
ぐ
る
み
で
毎
回
参
加

し
、
訓
練
の
重
ね
で
体
に
覚
え
こ
ま
せ
る
こ
と

で
速
く
確
実
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

避
難
時
期
も
的
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
 

 ●
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
 

　
　
　
　
﹇
避
難
訓
練
﹈
の
実
践
 

　
実
火
災
で
は
、
自
分
の
手
の
先
も
見
え
な
い

ほ
ど
の
煙
の
中
を
逃
げ
ま
す
。
「
1
階
の
台
所

か
ら
出
火
」「
就
寝
中
に
2
階
の
寝
室
か
ら
」

な
ど
様
々
な
場
所
で
の
出
火
を
想
定
し
、
目
隠

し
、
手
探
り
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
す
。﹇
避
難
口
の
上
に
物
が
…
﹈﹇
障
害
物

で
ド
ア
ー
が
開
か
な
い
﹈
な
ど
の
不
備
は
、
直

ち
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 ●
火
災
か
ら
﹇
大
切
な
命
﹈
を
守
る
た
め
に
 

　﹇
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹈を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
築
住
宅
で
は
平

成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に
お
い
て

は
条
例
で
定
め
る
日
（
甲
賀
市
で
は
平
成
23
年

6
月
1
日
）
か
ら
共
同
住
宅
を
含
む
全
て
の
住

宅
に
対
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

甲賀広域行政組合消防本部 

甲賀市消費生活相談窓口　TEL65－0685　FAX63－4582 
 

住宅用火災警報器
悪質な訪問販売等にご注意を！

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、最寄りの消防署か 
［住宅用火災警報器相談室（0120－565－911）］へご相談くださ い。 

ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

様
式
が
一
部
変
更
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
た
旧
券
 

　
　
（
写
真
は
水
口
町
版
）
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